
表 4466　腹膜炎罹患回数(回/年)　2014年中の出口部感染発症率（回/1患者・年）別 （腹膜透析患者）

2014年中の出口
部感染発症率
（回/1患者・年）

なし 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回以上 合計 不明 記載なし 総計

0 3,791 384 52 23 3 3 1 4,257 3 4,260

（％） (89.1) (9.0) (1.2) (0.5) (0.1) (0.1) (0.0) (100.0)

1.0～ 504 94 18 2 1 619 1 620

（％） (81.4) (15.2) (2.9) (0.3) (0.2) (100.0)

2.0～ 166 21 3 1 1 192 192

（％） (86.5) (10.9) (1.6) (0.5) (0.5) (100.0)

3.0～ 63 5 3 1 72 72

（％） (87.5) (6.9) (4.2) (1.4) (100.0)

4.0～ 40 6 1 1 48 48

（％） (83.3) (12.5) (2.1) (2.1) (100.0)

5.0～ 68 13 4 1 1 87 1 1 89

（％） (78.2) (14.9) (4.6) (1.1) (1.1) (100.0)
合計 4,632 523 81 26 6 4 1 1 1 5,275 1 5 5,281
（％） (87.8) (9.9) (1.5) (0.5) (0.1) (0.1) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)
不明

記載なし
19 4 1 1 1 26 78 3,556 3,660

（％） (73.1) (15.4) (3.8) (3.8) (3.8) (100.0)
総計 4,651 527 82 27 7 4 1 1 1 5,301 79 3,561 8,941
（％） (87.7) (9.9) (1.5) (0.5) (0.1) (0.1) (0.0) (0.0) (0.0) (100.0)
平均 0.37 0.52 0.85 0.20 1.69 0.50 3.00 5.00 0.40 6.00 2.62 0.40

標準偏差 1.13 1.29 1.83 0.58 2.29 1.00 1.16 5.27 1.18

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
個々の患者の出口部感染発症率（回/1患者・年）は、1.0未満の数値が0となるため、「0」と表示しています。
(C)Japanese Society for Dialysis Therapy
2014年調査


